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　私は、県内の民間企業に勤めながら、仙台で主に

防災・減災活動をしている「認定特定非営利活動法

人防災・減災サポートセンター」でも活動していま

す。このＮＰＯ法人では、今まで町内会や学校など

を対象にして、地域内を我々と一緒に歩いて危険箇

所を地図に書き込んでいく、「マイマップ」というも

のを作成するお手伝いをしてきましたが、今回は新

たに「マイハザードマップつくり」のお手伝いをす

ることに取り組んでいます。マイマップが自分自身

あるいは家族の避難路マップ的なものに対し、マイ

ハザードマップは色々と公開されているハザードマ

ップを自宅近辺に絞り込んで１枚のマップに各危険

箇所を書き込んでいくものです。できあがれば、マ

イマップより少し広い範囲の自宅近辺に特化した自

身のハザードマップとなります。マイハザードマッ

プを作成し、再び街歩きをすることで、マイマップ

が更にバージョンアップすると考えていますし、こ

のマイハザードマップを用いた街歩きで、どのよう

な地形に危険（ハザード）が潜んでいるか理解でき

ると思います。例えば、土砂災害が起きやすい地形

を目で確認できると思います。このことは、自宅近

辺のことだけではなく、外出先でも役に立つ知識と

言えると考えます。

　今回、マイハザードマップつくりの講座のために、

「'78宮城県沖地震の際の被害状況をマッピングす

る」という資料を準備していました。その際に気が

ついた点がありましたので、ご紹介したいと思いま

す。右の図面は、「'78宮城県沖地震」の際の仙台市

内のある場所の木造建築物被害の場所（図中の○印）

を示したものです。薄灰色の部分に集中しているこ

とが分かると思います。実はこの薄灰色の部分は、

砂地盤である「自然堤防」とよばれる地形の場所で、

比較的しっかりした地盤と考えられている場所で

す。一方、白い部分は、粘土やシルトが分布する沖

積層の範囲で、一般的に「緩い、地震の際にはよく

揺れる」と言われている場所です。しっかりとした

地盤と言わ

れる場所で

被害があっ

て、緩いと

いわれる場

所で被害が

ないように

見えます。

一見、おか

しいと思う

かもしれま

せんが、これは自然堤防の場所に建築物が建てられ、

沖積層の場所には建築物がなかったためです。建築

物の有無の違いが現れた結果です。

　また、「切土部分は大丈夫だけど、切盛境界は危な

いし、盛土部分はよく揺れる」とか聞いたことがあ

るかもしれません。今回、切土や盛土での被害状況

の資料も準備したところ、意外に切土部分でも被害

があることが分かりました。この切土部分の被害は、

地下埋設物の被害箇所であり、掘削してそこに管な

どを設置し、土を埋め戻している場所でした。いわ

ゆる人工的な埋土の場所で、そこで被害が発生して

いたわけです。

　このように、災害発生箇所や危険箇所をみる場合

は、結果だけでなく、そこに潜んでいる理由（わけ）

も理解しなくてはいけないということだと思いま

す。マイハザードマップを作ってみるということは、

地域の皆さんがこのような理由（わけ）をみる力も

養われるのではないかと期待しています。
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　奥州市は、市内各小学校通学路

の危険個所などの改善事業の一環

で進める、江刺の市道藤里口内線

での歩道設置について、今年度か

ら工事をスタートさせたいとして

いる。第１弾となる工事が５日の

入札を予定している。

　市では、地域住民や関係機関等

と連携を図りなが

ら、通学路をはじ

めとする道路の交

通安全に関して毎

年点検を実施して

いる。点検結果に

基づき、市内小学

校児童の安全確保

に向けて歩道の設

置などを進めてい

る。

　藤里口内線は、

玉里地区センター

から南側の1.35㌔

区間について、西側に2.5㍍程度

の歩道を設置していくもの。玉里

小児童の通学路となっているほ

か、地元の幹線道路となっている

路線で、朝夕を中心に交通量が多

いことから、計画したものとなっ

ている。総事業費は約２億6000万

円、22年度ころの完了を現段階で

想定している。

　全線にわたっての設計や用地測

量を18年度実施、19年度は用地買

収を展開。今年度からは、いよい

よ工事を開始したいとしている。

施工は３、４カ年程度の期間を想

定している。

　歩道設置の区間内には、ボック

スカルバートが立地する。歩道設

置により路線の幅員が広がる上、

ボックスカルバートが老朽化して

いることから、更新を見込んでい

る。

　現在のボックスカルバートは、

幅12㍍、延長９㍍、高さ14.6㍍の

規模。新たなボックスカルバート

の規模は、既存のものとそれほど

大きくは変わらない見通しとして

いる。

　このほか、改良区間の南側には

ため池が位置し、対策工も必要と

なっている。計画区間内には橋梁

が立地しているが、今回の事業で

は橋梁部分への歩道設置は施さな

い予定だ。

　今回施工するのは事業区間の南

側で、ため池が位置する個所の北

側が位置となる。延長として、32

3㍍を予定している。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　県南広域振興局一関総務センタ

ーは、一関市の主要地方道一関大

東線の千歳橋、同市藤沢町の一般

県道藤沢大籠線の大白橋につい

て、補修工事を２日付で公告した。

いずれも総合評価の簡易２型で、

申請が11日まで、26日の入札、翌

27日の開札を予定している。（関連

７面）

　同局土木部一関土木センターが

所管する主要地方道一関大東線の

千歳橋（一関市）は、橋脚の補強

が完了し、今年度から補修工事に

入る。施工自体は今回公告した案

件で、一段落となる見通し。高力

ボルト交換工540本、支承塗装塗

替工（金属溶射）２基を内容とす

るもので、橋梁の定期点検結果に

基づき実施する。

　千歳橋は、北上川に架かるもの

で、橋長434.1㍍で、３径間連続

鋼下路式トラス橋×２の形式。19

73年に架けら

れたものとな

っている。

　一般県道藤

沢大籠線の大

白橋は、同部

千厩土木セン

ターが所管す

る橋梁とな

る。橋長35㍍

で、形式が単

純鋼非合成Ｉ

桁橋。架設は

1990年となっ

ている。

　19年度に設計を進め施工内容を

固めた。今回公告となった案件は、

橋面防水工322平方㍍、伸縮継手

工21.3㍍、橋梁用高欄工84㍍、地

覆打換工２立方㍍、支承防錆工８

基、現場塗装工910平方㍍を内容

としており、来年３月15日までの

工期を設定している。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　県南広域振興局土木部一関土木

センターが進める、平泉町志羅山

の一般県道平泉停車場中尊寺線

（中尊寺通り）での歩車共存道路の

整備関連で、２日付に同局一関総

務センターから、道路付属施設（そ

の２）工事が公告となった。区間

内に整備する道路照明灯に関する

工事となっている。（関連７面）

　案件は、総合評価の簡易２型で

公告。申請が11日まで、26日の入

札、翌27日の開札を予定している。

施工延長1240.6㍍、道路照明灯設

置16基、屋外分電盤４面、地中配

管792㍍、地中配線4383㍍が工事

内容となっている。

　中尊寺通りで進む現道を利用し

た歩車共存道路の整備は、1400㍍

区間でのコミュニティー道路や電

線共同溝の整備を進める内容。電

線共同溝の整備は、事業区間に立

地する電柱について、地中化を図

るため実施する。

　コミュニティー道路は、車道を

狭くすることで歩行空間を確保す

るもの。石張り舗装と砕石マスチ

ックアスファルト舗装の２種類を

実施する。

　路線は、平泉の文化遺産の世界

遺産登録の構成資産のうち中尊

寺、無量光院、毛越寺に通じる。

現道は、２車線が確保されている

ものの歩道は未設置。観光客をは

じめ歩行者の安全対策、景観対策

などの世界遺産にふさわしい通り

の整備が望まれていることから事

業を実施している。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　花巻市は、花巻市電子入札シス

テム導入及びサービス提供業務を

公募型プロポーザルで選考を実施

した結果、受託候補者を㈱日立シ

ステムズ東北支社に決定した。総

合点は460.8点だった。今月中旬

に契約を締結し、来年４月１日か

らのサービスの提供開始を目指

す。

　市は、入札・契約業務における

公平性・透明性確保の一層の促進、

利便性の向上と事務の効率化を図

るため、電子入札コアシステムを

利用した電子入札システムの導入

を決めた。サービスの提供を受け

るに当たり、公募型プロポーザル

で実施し、９月18日に実施要領を

公表した。先月22日にプレゼンテ

ーションを実施し、同30日に結果

を公表した。

　業務の内容は、電子入札システ

ム導入業務と電子入札システムサ

ービス提供業務。業務期間は、電

子入札システム導入業務が来年３

月31日までで、電子入札システム

・サービス提供業務が来年４月１

日から2026年３月31日までとなっ

ている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

着工を見込む藤里口内線

補修を進める千歳橋

　花巻市は10月30日付で、プロポ

ーザルで実施する南部杜氏伝承館

展示改修設計業務委託を公告し

た。参加申込書は17日午後５時ま

でに提出すること。企画提案書は

17日から12月２日午後５時まで受

け付ける。書類審査とプレゼンテ

ーションは12月上旬に実施し、年

内の契約締結を目指す。

　委託期間は来年３月29日まで。

展示改修設計業務の上限額は405

万円、展示改修業務の上限額は34

50万円。評価では、的確性や学習

性、集客性などの項目を100点満

点で評価。８人の選定委員会委員

で得点化し、審査する。


